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	 GAMMA 10/PDXではイオンサイクロトロン
周波数帯(ICRF)波動を用いて磁力線に対し垂直
にイオン加熱することでプラズマの高温化を

行っている。この時、イオン温度非等方度が上

昇することで、GAMMA 10/PDXセントラル部
において複数の離散的周波数ピークを持つ

Alfvén-Ion-Cyclotron(AIC)波動が自発励起され
る。また、AIC波動間の差の周波数を持つ波動
(差周波波動)が100 kHz付近に励起され、高エネ
ルギーイオンの輸送に関係していることが示

唆されている[1,2]。しかしながら関連する波動
粒子相互作用の解明に重要な波動構造の詳細

が明らかになっていない。本研究では、セント

ラル部において２チャンネルマイクロ波反射

計を用いたAIC波動及び差周波波動の径・軸・
方位角方向での空間構造計測を行った。 
	 ２チャンネルマイクロ波反射計は、プラズマ

に擾乱を与えず密度揺動を計測することので

きる２台のマイクロ波反射計を同時に用いる

ものである。セントラル部には磁力線に沿った

方向に５つ、加えて方位角方向に78°離れた位
置に１つマイクロ波送受信用のホーンアンテ

ナペアが設置されており、2チャンネルマイク
ロ波反射計を用いることにより軸・方位角方向

で２点同時計測が行える。また、マイクロ波の

周波数を変えることで計測する径方向位置の

変更が可能であるため、3方向の空間構造解析
を行うことができる。 
	 図1に計測した密度揺動の周波数スペクトル
を示す。２つのマイクロ波周波数で測定したス

ペクトルを示しており、fp = 8 GHzはfp = 11 GHz
よりも径方向外側位置での計測を表す。図1よ
りAIC波動は計測している径方向位置に依らず
存在しているが、差周波波動は径方向内側にの

み局在していることがわかる。また、密度揺動 

 
強度の径方向分布から、差周波波動は径方向内

側で波動強度が強くなることが明らかとなっ

た。 
	 方位角方向の２点同時計測からは差周波波

動の方位角モード数がm = 0であり、m = -1の
AIC波動との三波結合に必要なモードマッチン
グを満たしていることが明らかになった。また、

軸方向２点同時計測からAIC波動が磁力線方向
に定在波構造を持つことが示された。差周波波

動の磁力線方向の構造に関しては現在解析を

進めている。 
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図.1 反射計で計測した径方向内側と外側におけ
る (a)AIC波動と(b)差周波波動の周波数スペクト
ルの比較 
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